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	線　　　　形　　　　計　　　　画　　　　法
	ある制約条件のもとで利益を最大化したり、コストを最小化するような解を求めることを「数理計画法」と言います。このとき、条件や目的が「1次関数」で表現されるものを「線形計画表」と言います。線形計画法では「目的関数」と「制約条件式」から成ります。


X社の製品A、 Bのデータは以下の通りだとします。

製品A
製品B
必要量（式）
原材料の最大使用可能量
原材料P
1ｋｇ      

１ｋｇ
5ｋｇ
原材料Q
2ｋｇ
4ｋｇ
14ｋｇ
利益
２万円
３万円
ここで、まず、製品Aを「x個」、製品Bを「y個」とすると何個製造すれば利益が最大になるかを求めます。
●制約条件式
①原材料P：
②原材料Q：
③非負条件：
が制約条件式となります。

●利益の合計　④目的関数：　　　　　　　　　　　　　→MAX　　　　　

解の求め方はグラフを使用します。　（　交点を求めなさい。）



ここで、製品Aが     個で,製品Bが     個の時、利益は、    万円となり、これが最大値となり、これが解となります。
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